
 

 
公 民 館 施 設 警 備 業 務 仕 様 書 

 

１ 件 名 

  前橋市公民館機械警備等業務（７館） 

 

２ 履行期間 

  令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで（５年間の長期継続契約） 

 

３ 履行場所 

  前橋市東公民館ほか６施設（別紙のとおり） 

 

４ 目 的 

  発注者（以下「甲」という。）は、公民館（図書館分館を設置する公民館にあっては

当該分館を含む。以下同様とする。）施設の建物及び敷地内において、火災・盗難、そ

の他の事故を未然に防ぎ、各施設の安全確保を図るため、警備業務を受注者（以下「乙」

という。）に委託するもの。 

 

５ 警備業務内容 

 （１）火災、盗難の予防及び各種不法行為の拡大防止に関すること。 

 （２）事故発生時における警備対象物件の秩序維持に関すること。 

 （３）事故確認時における関係先への通報連絡に関すること。 

 （４）警備報告書の提出に関すること。 

 

６ 権限の付与 

  甲は、警備業務を遂行するために必要な権限を乙に付与し、乙は、警備に関する運営

及び指揮の権限を保有するものとする。 

また、甲は、警備業務を遂行するために必要な施設を乙に無償で使用させるものとし、

施設の鍵を預託する。 

乙は、預託された鍵の厳重な取扱いと保管をするものとする。鍵の受領、返還につい

ては、書面により行うものとする。 

 

７ 緊急連絡者名簿の提出 

  甲は、あらかじめ緊急連絡者名簿を乙に提出するものとし、緊急連絡者の変更があっ

たときは、遅延なくそのつど文書をもって、乙に通知するものとする。 

 

８ 警備方法 

警報装置と巡回警備（毎日１回）の併用によるものとし、巡回警備については、細密

巡回と外周巡回を合わせて行うものとする。 

図書館分館を設置する公民館については事務室と図書館を、各々別々にセット解除で

き、別々に管理できることとする。 

なお、警報装置から発報があった場合には、「群馬県機械警備業者の即応体制の整備

の基準等に関する規則」に則り、発報後２５分以内に現場到着することとし、発報時間

及び現場到着時間を警備報告書に記載すること。 

また、発報時間及び現場到着時間は、機械的に記録され（電話受信等による人的記録

は不可）、後日確認できるものとする。 

（１）警報装置 

乙の負担により最新式機器を履行期間開始時までに設置すること。履行期間開始

時までに警報装置の設置ができないとき、又は警報装置の完全な作動が困難となっ

た状態のときは、巡回警備若しくは常駐警備による警備を実施するものとし、警報



 

装置が設置できたとき、又は警報装置が正常になった時点で速やかに機械による警

備に移行するものとする。 

警報装置設置場所は、事務室及び図書館分館とし、設置場所の詳細は、別途図面

を甲に提出するものとする。 

なお、設置場所は、甲及び公民館施設と協議のうえ、他の場所へ変更できるもの

とする。 

また、甲の都合により履行期間内に警報装置を移設するとき、又は甲の責任によ

り警報装置を破損あるいは紛失した場合は、甲の負担とし、履行期間の終了により

警報装置を撤去するときは、乙の負担とする。 

ただし、公民館施設毎の委託料は、警報装置の増減に影響を受けないものとする。 

 （２）巡回警備 

    下記の事項について重点的に点検すること。 

① 敷地内の徘徊者、不審者、潜伏者、不審車両の発見処置をすること。 

② 防犯灯、その他外灯の異状の有無を点検すること。 

③ 変電室、物置倉庫、受水施設、し尿浄化施設、石油・プロパン貯蔵庫、外部

水道蛇口、送電線の異状の有無。 

④ 公民館施設の隣接地より波及する危険性の探知、予防。 

⑤ 施錠すべき扉、窓、シャッターの点検。 

⑥ 金庫の施錠点検。 

⑦ 潜伏可能箇所の点検。 

⑧ 各種電気器具、機械類の危険探知、処置。 

⑨ 水道蛇口及び雨漏りの点検、処置。 

⑩ 電気配線系統の点検、予防。（巡回点検時において可能なものについて処置） 

⑪ 不必要電灯の消灯。 

⑫ ガス器具及びガス元栓の点検、処置。 

⑬ 煙草による火災発生の防止。（灰皿の点検） 

⑭ 危険物、可燃物の異状の有無点検、処置。 

⑮ 上記以外で、乙が点検を要すると認めるもの。 

 

９ 警備時間 

 （１）公民館施設からの警報装置作動開始の信号を受けたときに始まり、公民館施設か

らの警報装置作動解除の信号を受けたときに終わる。 

 （２）前項の警報装置作動開始の時刻及び警報装置作動解除の時刻は、原則として下記

のとおりとする。 

    Ⅰ 東・元総社・総社・粕川の４館 

     ① 事務室部分 

       平日：１７時１５分から翌日の８時３０分まで 

土・日曜及び祝日：８時３０分から翌日の８時３０分まで 

     ② 図書館分館部分 

       平日：１８時１５分から翌日の９時３０分まで 

        ※ただし 

Ａ 元総社・総社公民館の月曜日と東公民館の木曜日は９時３０分か

ら翌日９時３０分まで 

         Ｂ 図書の特別整理期間（最終日除く）については１７時１５分から

翌日８時３０分まで 

土・日曜及び祝日：１７時１５分から翌日の９時３０分まで 

 

   Ⅱ 永明・大胡・富士見公民館の３館 

    ①平日：１７時１５分から翌日の８時３０分まで 

    ②土・日曜及び祝日：８時３０分から翌日の８時３０分まで 



 

 

10 警備実施要領 

 （１）警備機構 

    ① 警備装置 

      警備装置は、警備対象物件で発生した異常事態を乙の管制本部へ自動的に通

報する機能を有する。 

      なお、警備対象施設と乙の管制本部を結ぶ回線が切断された場合には、直ち

に確認できる機器を設置すること。 

    ② 巡回警備時間 

      細密巡回及び外周巡回は、警備対象時間中に実施する。 

      (原則として２２時から２４時の間) 

    ③ 乙の管制本部における監視 

      警備責任時間中、警報受信装置を間断なく監視すると共に、常に警備担当員

との連絡を保持する。 

    ④ 警備担当員 

      警備担当員は、常に乙の管制本部と連絡を保持し、警備対象物件の異常事態

に備える。 

 （２）警備開始時と終了時の取扱い 

    ① 警備開始時における取扱い 

     ア 公民館施設における取扱い 

      （ア）公民館施設の最終退出者は、防火、防犯、その他の事故防止上必要な

処置をし、まず確認ランプで各警報装置のセット状況を確認するものと

する。 

      （イ）次に最終退出者は、所定の場所に設置されている操作ボックスをＯＮ

（警戒）の状態にセットする。 

     イ 乙の管制本部における取扱い 

       公民館施設の最終退出者の操作ボックスの操作により、自動的に表示され

るＯＮ（警戒）の信号を確認し、警備を開始する。 

    ② 警備終了時における取扱い 

     ア 公民館施設における取扱い 

       公民館施設の最初の入室者は、入室前に操作ボックスをＯＦＦ（解除）に 

セットするものとする。 

イ 乙の管制本部における取扱い 

       公民館施設における最初の入室者の操作ボックスの操作により、自動的に

表示されるＯＦＦ（解除）の信号を確認し、警備を終了する。 

 （３）警備実施時間中における入室 

    警備実施時間中における入室は、原則として認めない。ただし、真にやむを得な

い場合にのみこれを認めるものとし、その場合のみ次の要領により行う。 

   ⅰ.各公民館に入室しようとする者は、操作ボックスを操作のうえ入室し、直ちに受

託者の管制本部に対し用事のため入室した旨電話連絡する。 

   ⅱ.委託者の入室中の警備は、委託者の責任において実施するものとする。 

 

11 火災監視 

  火災情報については、２４時間監視を行うものとする。ただし、警備責任時間外にお

いて火災信号を受信した場合は、公民館施設に電話で火災信号を受けたことを通報し、

的確な指導を行うものとし、それ以外の警備義務の責任はないものとする。 

  なお、公民館施設に電話連絡しても通話できないときは、直ちに消防署へ通報する。 

 

12 事故確認時における関係先への通報連絡 

 （１）乙は、警報受信装置により警備対象物件に異常事態が発生したことを確認したと



 

きは、関係先に通報すると共に、警備担当員を速やかに急行させ、異常事態の確認

に努め、事態の拡大防止にあたる。 

 （２）警備対象物件に到着した警備担当員は、異常事態を確認後、乙の管制本部へその

状況を連絡する。 

    なお、緊急連絡を必要と認めない事項については、適正な処置を取り警備報告書

にその詳細を記載して公民館施設に報告する。 

 （３）乙は、甲の緊急連絡者に連絡する。 

 

13 警報装置の保守点検 

  乙は、公民館施設に設置された警報装置の機能について、毎月１回保守点検を行うも

のとし、その状況を甲に報告するものとする。 

 

14 自動火災報知設備の保守点検 

  甲の設置した自動火災報知設備の法定点検は、甲において行うものとする。 

 

15 報 告 

  乙は、毎月１回、警備報告書、月間警備報告書、警報装置保守点検報告書を甲に提出

するものとする。 

  なお、甲は、必要のあるときは、乙に資料を提出させ、又は、指示することができる。 

 

16 支払方法 

  甲は、乙に月額委託料を１か月毎の実績により、乙の請求のあった日から３０日以内

に支払うものとする。 

ただし、警備の実績が１か月に満たないときは、日割り計算によるものとする。 

 

17 検 査 

  甲は、乙の警備装置の作動状況及び警備車輌並びに警備員の配置状況を検査すること

があるが、その際は予告なしで行うことができるものとする。 

 

18 損害賠償 

（１）甲は、乙の職員又は使用人が職務の遂行中に受けた障害については、責任を負わ

ないものとする。ただし、甲の責任に帰するものについてはこの限りではない。 

（２）乙は、警備時間中、甲の管理責任によるもののほか、乙の過失（債務不履行のほ

か乙の従業員の過失及び不法行為に関する乙の使用者責任を含む。）により甲又は第

三者に損害を与えたときは、その賠償の責めを負わなければならない。賠償額は、

対人・対物賠償ともそれぞれ１事故につき１０億円を限度とする。ただし、対人賠

償については、１人あたり４千万円を限度とする。 

 

19 その他 

本仕様書に定めのない事項については、そのつど甲乙双方で協議し、文書により取り

決めるものとする。 

また、契約書等に相違があった場合の優先順位は、契約書、本仕様書、約款の順とす

る。 

20 担 当 

  前橋市教育委員会事務局生涯学習課 

  電話 ０２７－２１０－２１９７ 内線８８３１０ 

   

※この業務委託は、令和７年度一般会計予算の成立を条件として、契約事務を
進めるものとします。 



別紙 

 

東公民館     箱田町 543-1 

   元総社公民館   元総社町 3-1-1 

   総社公民館    総社町総社 1583-2 

   永明公民館    上大島町 930-1 

粕川公民館    粕川町西田面 194-4 

大胡公民館    大胡町河原浜町 483番地ほか 

（本館、別館及び陶芸工作室） 

   富士見公民館   富士見町田島 866-1 

 

 



施設平面図 ※網掛け；併設部分（事務室は市民サービスセンターと兼用）

令和４年１０月１日現在

施　設　名 前橋市東公民館

構　　　造 ア　鉄筋コンクリート 建物延面積 1,404.00㎡ 敷地面積 5,375.51㎡

倉庫

ホール

事務室

図書館分館

1階 平面図

視聴覚室

和室 第3会議室 第2会議室 第1会議室

給湯室 印刷 小会議室

料理実習室

交流スペース

造形創作室

345.0

105.0

60.0

91.0

69.360.065.055.030.83

20.4

更衣室

書庫
10.5

10.5

296.00



施設平面図 ※網掛け；併設部分（事務室は市民サービスセンターと兼用）

令和４年１０月１日現在

男 女

施　設　名 前橋市元総社公民館

構　　　造 イ　鉄骨 1 階建 建物延面積 1,187.78㎡ 敷地面積 6,943.13㎡

図書館分館

視聴覚室

事務室
第１会議室 第２会議室

第３会議室
倉庫

ホール

料理実習室 アトリエ

第1和室 第2和室

作業室

電気室

子供コーナー

1階 平面図

218.40

20.61

64.25

92.99

19.70

ト

イ

給

湯

更

衣

12.30

6.44 6.14

31.01

57.09 60.04

60.17
25.22 25.22

60.21

253.05風除室
風除室10.42



施設平面図 ※網掛け；併設部分（事務室は市民サービスセンターと兼用）

令和４年１０月１日現在

施　設　名 前橋市総社公民館

構　　　造 鉄筋コンクリート造 建物延面積 1,380.06㎡ 敷地面積 7,661.32㎡

倉庫３

ホール

水屋

事務室

倉庫１ 第３会議室 料理実習室 造形創作室 視聴覚室

倉庫２

第１会議室第２会議室

図書館分館

和室 機械室
踏込

和室

収納

防災

倉庫

女子

トイレ

男子

トイレ

多目的

トイレ

書庫 印刷室 会議室

収納

給湯室

更衣室

342.56

43.57
67.38 67.66 64.59

47.47

321.19

77.9167.5080.50



施設平面図 ※事務室は市民サービスセンターと兼用

令和４年１０月１日現在

収納

風
除
室
1

倉庫1

水屋

前室

押入

読み聞かせ

倉庫2

コーナー

風
除
室
2

作業室
ｶｳﾝﾀｰ

女子トイレ
ｺｰﾅｰ

授
乳
室更衣室 給湯室

印刷室
多目的
トイレ 男子トイレ書庫

施　設　名 前橋市永明公民館

構　　　造 ア　鉄筋コンクリート 建物延面積 1,419.92㎡ 敷地面積 7,740.00㎡

1階 平面図

図書館分館

事務室

ホール ステージ 多目的室 第１会議室 第２会議室

和室

造形創作室

第３会議室

料理実習室

280.08

88.07

71.36

74.66

44.96

29.62

69.4893.7374.65316.46



施設平面図 ※網掛け；併設部分

令和４年１０月１日現在

3 階建

１Ｆ

ＥＶ

受付  

湯沸し室

更衣室

書庫

書庫

相談室

２Ｆ

階段

資料室

階段
資料室

資料室

舞台 控え室

ス
テー

ジ

多目的ホール（189.62㎡）

調音・調光室（50.59㎡） 階段

大ホール（471.50㎡）

トイレ

階段

ＥＶ

ト
イ
レ

第３会議室
（和室（74.62㎡））

第２
会議室
（43.54
㎡）

第１
会議室
（43.54
㎡）

第４
会議室

（41.01㎡）

ト
イ
レ

造形創
作室
（23.66
㎡）

花
壇

準備室

ス
ロー

プ

事務室
（155.2
1㎡）

物置 料理実習室
（76.11㎡）事務室

物置

施　設　名 前橋市粕川公民館

構　　　造 鉄筋コンクリート 建物延面積 1,954.07㎡ 敷地面積 3,834.26㎡

図書館分館
（138.78㎡）

階段



施設平面図

令和４年１０月１日現在

前橋市大胡公民館（本館）

1 敷地面積 4,081.00㎡

施　設　名

構　　　造 ア　鉄筋コンクリート 階建 建築延面積 510.30㎡

視聴覚室

70.44㎡

男

ト

イ
会議室

第１和室

事務室

造形創作室

73.95㎡

63.99㎡

56.93㎡

60.35㎡

女

ト

イ

身障者トイレ

倉庫 印刷室

風除室

倉庫



施設平面図
令和４年１０月１日現在

施　設　名 前橋市大胡公民館（別館）
構　　　造 ア　鉄筋コンクリート 2 階建 建物延面積 991.55㎡ 敷地面積 7,287.00㎡

料理実習室

80.23㎡
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施設配置図

令和４年１０月１日現在

施　設　名 前橋市大胡公民館（陶芸工作室）

構　　　造 エ　その他 建物延面積 88.90㎡ 敷地面積 449.00㎡
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施設平面図

敷地面積 13,577.73㎡

※網掛け部分：併設施設

令和４年１０月１日現在

施　設　名 前橋市富士見公民館

構　　　造 鉄筋コンクリート造 2 階建 建物延面積 2,469.85㎡
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